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対
象
地
域
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
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一
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
大
久
保
地
区
市
街
地
再
開
発
の
青
写
真
と
な
る
「
大
久
保
駅

周
辺
地
区
整
備
計
画
案
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
鉄
高
架
事
業
を
契
機
に

一
同
駅
周
辺
部
八
・
四
こ
を
再
開
発
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
五
十
九
年
十
月
に
整
備
一

一
計
画
策
定
委
員
会
（
吉
野
正
治
・
京
都
府
立
大
学
教
授
ら
委
員
十
五
人
）
を
発
足
さ
Ｉ

一
せ
、
整
備
方
針
を
検
討
し
て
来
た
も
の
で
す
。
同
案
で
は
対
象
地
区
を
五
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
割
。
そ
の
内
、
駅
前
部
分
（
二
言
）
で
は
施
設
や
機
能
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
計

1
画
を
提
示
し
て
い
ま
す
・
今
後
は
地
元
と
の
協
議
の
上
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る
予

一
ｒ
■
一
定
で
す
。

し
い
地
域
と
し
て
、
駅
前
広
場
の

設
置
、
国
道
2
4
号
線
の
拡
幅
、
下

居
大
久
保
線
の
新
設
な
ど
と
共
に
、

市
街
地
の
面
的
な
整
備
か
必
要
と
’

し
て
い
毒
了
。

街
区
の
整
備
方
針
で
は
、
地
域

を
Å
～
Ｄ
の
五
ブ
ロ
″
夕
に
分
割
。

Ａ
は
駅
前
広
場
の
整
備
を
中
心
に

商
業
・
文
化
・
居
住
機
能
の
複
合

街
区
に
、
ｓ
は
商
業
・
居
住
機
能

が
調
和
」
だ
街
区
に
、
ｍ
は
シ
Ｅ

ツ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
冷
形
成
す
る
商

業
街
区
に
、
Ｃ
は
シ
。
ヨ
。
ピ
ン
ク

モ
ー
ル
を
伴
い
な
ず
宕
緑
豊
か

な
住
宅
街
区
に
、
Ｄ
は
商
業
娯
楽

街
区
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
実
施
は

組
合
施
行
で

事
業
モ
デ
ル
計
画
が
示
さ
れ
て

い
る
の
は
、
国
道
2
4
号
線
、
府
道

宇
治
淀
線
、
大
久
保
停
車
場
線
、

近
鉄
京
都
線
で
囲
次
れ
た
Ａ
ブ
ロ

ッ
ク
で
、
こ
れ
は
特
に
こ
の
地
区

に
公
共
性
と
緊
急
性
が
高
い
た
め

で
す
。

駅
前
広
場
（
五
千
平
方
だ
）
に
は
、

バ
ス
七
台
、
タ
ク
シ
上
干
一
台
。

の
プ
ー
ル
と
、
十
二
ヵ
所
の
乗
降

車
場
（
バ
ス
八
ヵ
所
、
タ
ク
シ
ー

四
ヵ
所
）
を
膠
兄
て
い
毒
了
。
駅

前
広
場
に
は
、
一
般
車
両
は
原
則
『

と
し
て
進
入
禁
止
で
す
。
広
場
9

周
囲
に
は
、
Ａ
棟
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ノ

ｔ
ホ
テ
ル
、
七
階
建
て
）
、
Ｂ
・
Ｃ
・

棟
（
商
業
・
業
務
・
文
化
機
能
を
集
｀

四
階
建
て
）
を
配
置
し
て
い
未
了
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
今

後
地
元
と
の
調
整
を
図
り
、
実
施

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
土
地

や
建
物
の
所
有
者
や
借
り
て
い
る

人
た
ち
で
市
街
地
再
開
発
組
合
（

法
人
）
を
設
立
。
買
収
方
式
で
は

な
く
、
個
々
の
組
合
員
が
、
そ
の

権
利
の
種
類
と
資
産
額
に
応
じ
て

事
業
完
了
後
の
ビ
ル
の
敷
地
や
床

に
関
す
る
権
利
を
得
る
も
の
で
す

（
権
利
変
換
方
式
）
。

な
お
、
Ａ
ブ
ロ
″
ク
の
事
業
費

約
百
十
九
億
円
の
内
、
約
八
十
六

億
円
は
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
っ

て
生
み
出
し
た
余
分
の
床
（
保
留

床
）
を
、
新
し
い
居
住
者
や
営
業

者
に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
賄

う
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

大島彰
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通
事
故
防
止
活
動
」
が
始
ま
り
、

事
故
な
ぐ
過
ご
そ
う
夏
休
み

7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日

ま
す
。

七
・
八
月
の
夏
休
み
期
間
中

に
は
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
。

マ
道
路
で
子
芦
石
を
見
た
時

は
、
二
時
停
止
か
徐
行
を
し
ま

、
し
ょ
う
▽
運
転
に
際
し
て
は
、

’
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
で
は
、
今
年
の
「
国
際
青
年

年
」
と
今
月
0
「
青
少
年
を
非

行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
凹

に
ち
な
ん
で
、
全
盲
の
電
子
オ

ル
ガ
ン
奏
者
・
大
島
彰
さ
ん
を

迎
え
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
孝
示
ｙ
。

大
島
彰
さ
ん
は
我
が
国
有
数

の
電
子
オ
ル
ガ
ン
奏
者
で
、
演

奏
の
素
晴
ら
し
さ
に
加
え
、
青

少
年
に
や
れ
ば
出
来
る
こ
と
を

示
し
、
大
き
な
感
銘
を
与
え
て

い
康
司
（
青
少
年
対
策
室
）

を
必
子
會
用
し
ま
し
ょ
う
▽
道

路
に
「
危
険
な
物
陰
」
を
作
ら
な

い
た
め
に
も
、
迷
惑
駐
車
や
自

転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
へ

▽
子
ど
も
の
行
動
に
い
つ
も

目
を
配
り
ま
し
ょ
う
。
危
険
な

道
路
で
遊
ん
で
い
る
時
は
、
愛

の
一
声
を
而
一
け
ま
し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）

475

モデル計画まとまる

大久保駅周辺地区整備計画案

商
業
・
文
化
・
居
住
の

圖
印
を
目
脂
す

夏
の
交
通
事
故
防
止
活
動

調査対象地区の
整備方針図



1985年（昭和60年）7月11日発行（2）宇ｉ台ｒＵＷ（だより第707号

最
近
、
カ
プ
セ
ル
剤
や
錠
剤

と
い
う
外
見
か
ら
で
は
、
薬
と

区
別
の
つ
か
な
い
健
康
食
品
が

多
数
出
回
り
、
現
在
約
二
千
種

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
週
刊
誌
で
宣
伝
さ

れ
た
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
″

ト
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
売
り
場

に
並
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
訪
問
販
売
の
ヤ
ー
ル
ス
マ
ン

か
ら
売
り
込
み
を
受
け
た
人
も
、

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
食

品
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
今
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

薬
ま
が
い
の
食
品

違
法
な
効
能
も

゛
「
ガ
ン
を
予
防
す
る
た
め
に手作りして・みませんか

…
…
」
「
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化

な
ど
の
成
人
病
に
も
効
果
的
…

…
」
と
い
ラ
勧
誘
や
、
「
○
○
○

で
私
た
ち
の
人
生
は
救
わ
れ
た
」

と
い
う
利
用
者
の
体
験
談
、
．
有

は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
お
り
、

医
薬
品
の
効
能
を
も
っ
た
食
品

と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
薬
品
は
、
薬
事
法
に
よ
っ

て
、
厚
生
大
臣
な
ど
の
承
認
や

許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
製
造
や

堅
緊

多
く
の
厳
し
い
規
制
の
下
に
あ

り
毒
了
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
医
薬
品

な
も
の
。
体
質
が
改
善
さ
れ
て

い
る
証
拠
で
す
。
さ
ら
に
続
け

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
科
学

的
な
説
明
と
い
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
健
康
食
品
に
よ
っ

て
、
下
痢
、
湿
し
ん
、
皮
膚
障

害
、
叶
ぎ
気
、
目
ま
い
な
ど
の

被
害
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い

過
度
の
期
待
は
禁
物

名
人
の
推
薦
文
な
ど
に
よ
る
広

告
。
』
い
ず
れ
も
病
気
の
予
防
や

治
療
に
役
立
つ
か
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
も
の
が
大
半
で
す
。

ま
た
、
逆
に
「
医
薬
品
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
薬
に
な
る
食
品

で
す
」
と
い
う
よ
夕
な
大
変
あ

い
ま
い
な
表
現
も
あ
り
ま
す
。

。
法
律
上
、
医
薬
品
と
食
品
は

市
で
は
、
夏
休
み
子
ど
も
お
や

つ
教
室
を
開
き
ま
す
。

成
長
期
の
子
戸
石
に
と
っ
て
、

お
や
つ
は
大
切
な
栄
養
補
助
に
な

り
ま
す
。
ス
ナ
。
ク
菓
子
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
、
ガ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
お
い
し
そ
う
な
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
塩
分
や

糖
分
の
多
い
も
の
、
口
あ
た
り
の

ト
北
海
だ
ん
ご
を
作
る

で
な
い
屈
康
食
品
”
が
、
医

薬
品
の
効
能
を
ラ
た
っ
て
販
売

な
芦
す
る
こ
と
は
違
法
な
こ
と

で
す
。疑

問
な
安
全
性

湿
し
ん
な
ど
の
被
害
が

健
康
食
品
を
摂
取
後
に
体
調

が
悪
く
な
っ
て
も
、
二
時
的

－
良
い
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
た
く
さ
ん

食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り
し
て
い
る

と
、
食
欲
を
無
く
し
、
暑
い
夏
を

乗
抄
切
れ
な
く
な
り
を
す
。

お
い
し
く
て
安
心
な
手
作
り
お

や
つ
を
食
べ
て
長
い
夏
休
み
を
有

意
義
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
5
日
㈲
、
午
前

9
時
半
～
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
・
：

（
昨
年
の
お
や
つ
教
室
）

ま
す
。

ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
試
買
テ
ス
ト
し
た
結
果
で
は
、

一
部
の
健
康
食
品
に
は
発
ガ
ン

物
質
の
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
が
検

出
さ
れ
た
り
、
シ
ア
ン
や
鉛
な

ど
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
ダ
ニ
や
ク
モ
が
出
て
き

た
も
の
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
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バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
生
活
で

健
康
に
不
安
が
あ
る
と
き
、

薬
ま
が
い
の
健
康
食
品
に
、
つ

い
手
が
で
て
し
羊
男
系
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
効
果

は
公
認
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

病
気
を
防
塵
簾
を
保
つ
た

め
に
は
、
薬
や
健
康
食
品
に
頼

…
…
…
…
。
…
。
－
。
：
－
…
…
。

・ － 4 －｀
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1

1

1

1

ｔ

Ｉ

石
子
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生

活
と
適
度
な
運
動
が
大
切
で
す
。

な
お
、
訪
間
堅
刀
の
中
に
は
、

豊
田
商
事
と
同
様
に
強
引
で
悪

質
な
商
法
の
企
業
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
り
、
不
安
に
思
わ
れ
た

り
し
た
と
き
は
、
市
役
所
消
費

生
活
相
談
室
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）
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－

Ｓ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

1

1

－

1

1

1

1

－－－－－－－－－－－－－－－－－－｜
－ － － －
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1 ・ － ｄ

夏
の
ひ
と
と
き
、
一
枚
の
板
と
に
汗
夕
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

彫
刻
刀
を
つ
か
っ
て
の
創
隻
届

一

身
近
か
な
日
常
穴
工
品
（
銘
々

市民アトリエ・木彫教室の日程表

日程 内容

7／16火 開講式・オリエンテーション囲の形＊－作る・彫りｉ入む

7／23火 彫り込む・形の形成

7／30（火）．図案を写す・模様を彫り込む

8／6（火
模様を彫り込む立低鵬＊－出す・ｍｍの宗成

8／13㈹ 着色・仕上げ・互評会

皿
）
を
手
作
り
し
て
も
ら
お
う
と
、

楽
し
い
「
木
彫
教
声
を
堅
笙

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
右
表
の
と
お

り
▼
時
間
…
い
ず
れ
も
午
後
1
時

半
ト
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民

館
Ｖ
対
象
・
・
・
1
8
歳
以
上
で
市
内
在

住
の
人
▼
定
員
…
2
0
人
（
先
着
順
）

▼
指
導
者
・
・
・
行
動
美
1
饗
会
員
、

高
橋
慎
悟
さ
ん
▼
費
用
・
：
教
材
費

六
百
円
▼
持
言
Ｔ
彫
刻
刀
、
鉛

筆
、
物
差
し
、

‘
水
彩
絵
の
具
他
▼

申
し
込
み
…
中
央
公
民
館
（
折
居

台
一
丁
目
豊
⑩
1
4
1
1
）
へ
教

材
費
忿
筒
え
て
直
接
来
館
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
持
参

品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込

み
時
に
説
明
し
ま
す
べ

＼
（
中
央
公
民
館
）

江戸城の「宇治の間」

み
の
令
」
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

⑩

宇
治
の
間
は
そ
の
後
、
い
つ
も

閉
め
き
っ
て
、
ま
っ
た
く
使
わ
れ

火ヵヽ恐剽至かな
事Ｃ江えれしく

な
り
、
幽
霊
が
出
る
と
か
、

い
物
音
が
す
る
と
か
言
っ
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

476

宇宙科学教室

7月26レ日から宇治公民館で

夜
空
に
輝
く
星
の
観
望
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
、
来
年
の
二
月
地
球

に
接
近
す
る
ハ
レ
ー
す
い
星
・
…

宇
宙
の
話
を
聞
奎
呑
一
ん
か
。
。

▼
日
程
・
内
容
…
下
表
の
と
お

り
▼
時
間
…
い
ず
れ
も
午
後
7
時

～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館

3
階
大
会
議
室
▼
対
零
：
市
内
在

住
の
親
子
（
子
ど
も
は
小
学
校
4

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
）
▼
定
員

…
5
0
組
（
先
着
順
）
▼
講
師
…
明

星
天
文
館
館
長
、
江
上
賢
三
さ
ん

▼
持
ち
物
…
筆
記
用
具
、
ハ
サ
ミ
、

フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
（
水
色
・
桃
色
・
黄

緑
色
）
、
の
り
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治

公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
1
9
ａ
⑤

2
8
0
4
）
へ
、
直
接
来
館
か
電

話
で
。
な
お
、
観
四
雲
は
、
天
候

に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
『
（
宇
治
公
民
館
）

宇宙科学教室の日程表

日程 1内容

7／26倒 〈夏休みの天文研究〉太陽・月・星の観察の仕方星時計づぐり

7／30火 〈天体観望会〉夏の星座と月・水星・土星の観望

8／2溺 〈観測ガイド〉ハレーすい星のお話

8／6火 〈天文講話〉星の一生

消
費
者
コ
＾
ナ
ー

子どもおやつ教

室

夏休み

康
品

健
食

■
ｔ
ｔ
－
－
≪
≪
ｌ
Ｕ
Ｋ
｝
Ｓ
Ｓ

玲
貝
ア
ト
リ
エ

木
彫
教
室

ふ
る
さ
と
む
か
し
話



宇ｉ台・・ｒｆＪＷ（だよ・り

恵
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
的
遺
産
を
誇
る
宇
治

川
周
辺
を
素
材
と
し
た
第
三
十
五
回
宇
治
川
写

生
大
会
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募

総
数
一
万
四
千
七
百
十
二
点
の
中
か
ら
推
薦
十

二
点
を
は
じ
め
一
千
四
百
十
一
点
が
入
賞
。
特

選
以
上
の
作
品
は
、
七
月
十
六
日
か
ら
観
光
セ

ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｒ……7¨Ｔ’¨¨¨’……¨7……‘Ｅ

＼西村金治＾．

，
（72）し

●．．●●Ｉ●●．．・．’・・●

ニ巨椋池のノペÅを守

に・り面そぷ必蓮家〉Ｅ

卜
地
道
に
ハ
ス
を
守
る
西
村
金
治
さ
ん

つ
た
。
士

「
巨
椋
池
が
完
全
に
干
拓
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
昭
和
土
八
年
ご
ろ
ま
で

は
、
三
年
に
一
度
は
大
き
な
水
害

」
に
遭
っ
た
も
の
で
す
。
米
が
収
穫

‘
で
恭
な
く
て
、
周
辺
の
住
民
た
ち

は
巨
椋
池
の
ハ
ス
の
花
奮
匹
っ
た

り
、
レ
ン
コ
ン
牽
畏
べ
た
り
し
て

し
の
ぎ
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
に
と

っ
て
、
ハ
ス
は
最
も
身
近
な
植
物

だ
っ
た
と
言
え
ま
す
」
と
語
る
西

村
金
治
さ
ん
。
｀
旧
巨
椋
池
の
地
元

に
長
年
暮
ら
し
て
来
ら
れ
た
人
で

あ
る
。
・
、

そ
ん
な
西
村
さ
ん
が
、
巨
椋
池

の
ハ
ス
を
保
存
し
よ
う
と
考
え
た

の
は
十
数
年
前
。
宅
地
開
発
が
進

み
、
干
拓
田
に
は
ビ
ル
や
家
が
急

近
畿
一
円
の
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
う
ち
四
十
二
校
の
参
加
が

あ
っ
た
、
、
第
三
十
五
回
宇
治
川
写

生
大
会
の
審
査
会
が
六
月
十
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
応
募
総
数
一
万

四
千
七
百
十
二
点
の
中
か
ら
、
推

薦
十
二
点
、
特
選
二
百
三
十
三
点
、

入
選
一
千
百
四
十
九
点
、
奨
励
賞

ノ・「感想文」－＼二

十三室戸小学校2年河野悠

びょうどういんの美しい・たてものを√大き。く／か

こうど思った。やねのかたちや、かわらをよく見

7てかいた。そしたら、やねばつかりにな‘つた。……

（
障
害
児
学
級
）
十
七
点
が
決
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
宇
治
川
写
生
大
会
は
、
本

市
の
恵
ま
れ
た
自
然
的
景
観
や
文

化
・
歴
史
的
遺
産
・
観
光
資
源
の

再
認
識
を
図
り
、
近
畿
一
円
の
幼

児
、
児
童
生
徒
の
交
流
と
図
工
美

術
教
育
の
振
興
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
初
回
の
昭
和
二
土
〈
年
か

ら
こ
と
し
で
三
十
五
回
目
に
。

今
回
の
応
募
作
品
は
、
六
十
年

五
月
中
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
い

ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。

個
人
の
部
Ｉ
推
啓
に
は
、
タ

の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

〈
推
薦
〉

○
朝
日
新
聞
社
賞

河
野
悠
（
三
室
戸
小
学
校
二
年
）

Ｏ
宇
治
市
長
賞
一

有
川
亮
（
宇
治
幼
稚
園
）
、
・
植

村
博
行
（
城
陽
市
立
青
谷
小
学
校

一
年
）
、
笠
川
解
一
（
大
津
市
立

中
央
小
学
校
二
年
）
’
、
・
深
津
友
之

（
大
開
小
学
校
三
年
）
、
吉
村
香

名
子
（
大
久
保
小
学
校
三
年
）
’
、

笠
嶋
純
子
（
横
島
小
学
校
四
年
）
、

山
田
喜
健
采
幡
小
学
校
五
年
）
、

船
山
陽
平
（
城
陽
市
立
寺
田
小
学

校
六
年
）
、
児
島
直
子
采
幡
中

学
校
一
年
）
、
中
堀
和
美
（
枚
方

市
立
招
提
中
学
校
二
年
）
、
野
村

由
美
（
宇
治
中
学
校
三
年
）
。

入
賞
作
品
展

1
6
日
か
ら
観
光
セ
ン
タ
ー
で

第
三
十
五
回
宇
治
川
写
生
大
会

の
、
特
選
以
上
の
入
賞
作
品
か
次

の
日
程
で
展
示
1
玉
子
。

ご
家
族
お
そ
る
い
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
Ｏ
7
月
1
6
日
～
2
9
日

＝
幼
稚
園
、
小
学
校
1
～
3
年
と

奨
励
賞
○
7
月
3
1
日
～
8
月
1
2
日

＝
小
学
校
4
～
6
年
Ｏ
8
月
1
4
日

～
2
6
日
＝
中
学
生
、
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▼
と

こ
ろ
・
：
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
二

階
（
宏
居
川
二
）
。

な
お
、
推
薦
作
品
の
十
二
点
は

■

■

■

■

「
京
の
老
舗
」
表
彰
1
0
0
年
以
王
の
店
舗
を
募
集

府
で
は
「
京
の
老
舗
」
’
表
彰
の

対
象
と
な
る
企
業
（
店
舗
）
か
募

集
し
ま
す
。

ど
゛
「
京
の
老
舗
」
と
は
、
所
内
で

百
年
以
上
に
わ
た
り
家
業
を
守
り
、

伝
統
の
技
術
・
商
法
を
継
承
し
、
他

の
模
範
と
な
ら
れ
て
き
た
企
業

（
店
舗
ご
と
し
て
い
康
ｙ
。

早
急
市
内
で
次
の
要
件
か
備
え

て
い
る
企
業
（
店
舗
）
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

干拓で消えた蓮保存
速
に
建
ち
始
め
た
。
で
き
れ
ば
と
励
ん
で
い
ま
す
」

「
巨
椋
池
を
干
拓
田
に
し
た
頃
は
、
取
材
に
伺
っ
た
日
に
は
運
良
く
数
種

田
の
中
に
ハ
ス
の
実
が
い
っ
ぱ
い
埋
も
の
ハ
ス
が
見
事
に
開
花
し
て
い
た
。
広

れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
手
の
平
い
っ
ぱ
い

拾
え
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
在

の
様
に
開
発
さ
ね
晟
さ
れ
て
し
ま
う

と
ハ
ス
の
実
は
、
発
芽
ど
こ
ろ
か
拾
う

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
何
と
か

保
存
を
・
：
と
考
え
、
育
て
始
め
た
訳
で

す
」
。
’

数
個
の
鉢
か
ら
始
め
た
ハ
ス
栽
培
は
、

西
村
さ
ん
の
実
直
な
人
柄
と
熱
意
の
下
、

今
で
は
遠
ぐ
中
国
、
イ
ン
ド
産
な
片
些

加
え
、
百
数
種
に
上
っ
て
い
る
。

「
ハ
ス
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は

最
低
二
年
か
か
り
ま
す
。
実
か
ら
発
芽

さ
せ
レ
ン
コ
ン
に
成
長
さ
せ
て
、
二
年

目
に
レ
ン
コ
ン
念
勁
し
、
土
壌
を
取

征
換
え
ま
す
。
こ
の
時
に
必
要
な
土
が
、

今
で
は
ト
ラ
″
ク
二
台
分
ま
で
に
な
り
、

自
分
の
体
力
が
気
掛
り
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
も
う
十
歳
若
け
れ
ば
、
も
っ
と

増
や
せ
る
の
で
す
が
・
…
で
も
将
来
、

学
術
的
な
方
面
で
役
に
立
て
る
こ
と
が

い
庭
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
鉢
の
一

鉢
ず
つ
を
、
い
と
お
し
な
よ
ヶ
に
説
明

す
る
西
村
さ
ん
。
毎
年
七
月
中
旬
に
は
、

い
っ
せ
い
に
開
花
す
る
と
い
う
。

各
地
で
自
然
が
壊
さ
れ
て
ゆ
く
今
貝

身
近
な
自
然
か
残
す
ぷ
コ
、
一
人
の
地

道
な
努
力
で
訴
え
て
い
る
。

（
に
し
む
石
き
ん
じ
さ
ん
、
伊
勢

田
町
遊
田
に
在
住
）

▲ことしも見事に開花（60年6月28日）

〈
対
象
要
件
〉

▼
府
内
で
同
一
業
種
を
百
年
以
上

続
け
て
い
る
こ
と
。
、

▼
営
業
の
継
続
な
ど
に
関
し
て
、

訴
訟
・
粉
争
の
当
事
者
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
。

▼
昭
和
四
十
三
年
に
行
っ
た
老
舗

早
治
市
文
化
協
会
主
催
で
、
文

化
芸
術
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
第

一
回
文
化
の
夏
祭
り
を
開
き
示
ｙ
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
季
ｙ
。

▼
と
き
…
7
月
2
7
日
出
、
2
8
日

間
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら
午

後
5
時
▼
と
こ
ろ
・
内
容
人
学

洽
神
社
＝
洋
舞
、
人
形
劇
、
映
画
、

三
曲
演
奏
、
書
道
展
、
写
真
展
、

俳
句
展
、
お
茶
席
、
点
心
席
、
各

卜
楽
し
い
本
が
い
っ
ぱ
い
口
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

応
募
を
ご
希
望
の
企
業
（
店
舗
）

は
、
七
月
十
九
日
胞
ま
で
に
商
工

観
光
課
（
萱
⑩
3
1
4
1
）
へ
お

越
Ｌ
で
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
商

工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。
（
商
工
観
光
課
）

………▲歴史を感じる家並み（60年1月5日、市内で）

種
バ
ザ
ー
○
宇
治
公
園
（
塔
の
島
）
『

よ
諺
（
楽
し
い
家
づ
く
り
）
、

バ
ザ
ー
○
観
光
セ
ン
タ
ー
＝
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
ｏ
平
等
院
前
岩
井
駐
車

場
二
階
ａ
水
石
展
、
盆
栽
展
、
山

草
展
。
。
。

な
お
、
大
人
六
百
円
（
お
茶
席

券
、
食
事
券
、
割
引
駐
車
券
付
き
）

＠
7
3
2
4
）

せ
く
だ
さ
い
。

ま
で
お
問
い
合
わ

（
社
会
教
育
課
）

◇
’

中
小
企
業
四
従
業
員
表
彰

優
良
社
員
を
募
集

府
で
は
、
府
内
の
中
小
企
業
に

勤
務
す
る
従
業
員
で
、
長
年
に
わ

た
り
そ
の
業
務
一
筋
に
励
み
、
勤

務
成
績
が
優
良
な
人
を
対
象
に
知

事
表
彰
を
行
い
ま
す
。

事
業
主
で
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
従
業
員
に
心
当
た
り
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
要
件
〉

▽
昭
和
6
0
年
8
月
3
1
日
現
在
で
、

同
一
企
業
に
2
5
年
以
上
勤
務
し

て
い
る
人

▽
そ
の
業
務
一
筋
に
励
み
、
打
ち

込
ん
で
い
る
人

：特別展示と貸し出し

し犬●8月30日圈まで

■読みもの、絵本をはじめ夏休みの観察の本な

ど多数そろえました。ぜひ、ご利用ください。

▽
特
に
研
究
心
が
盛
ん
で
、
併
せ

で
技
術
に
慄
れ
他
の
模
範
と
な

っ
て
い
る
人

▽
勤
務
成
績
が
、
取
り
分
け
億
秀

な
人

▽
刑
罰
を
受
け
て
い
な
い
人

▽
こ
れ
ま
で
に
、
永
年
勤
続
の
知

事
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
人

▽
会
社
の
役
員
、
個
人
企
業
の
共

同
経
営
者
、
中
小
企
業
団
体
の

役
職
員
で
な
い
人

申
請
期
間
は
、
七
月
十
五
日
か

ら
八
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
詳
し

い
内
容
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

原
落
地
方
振
興
局
（
豊
⑩
1
0

8
0
）
ま
た
は
、
市
役
所
商
工
観

光
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

歴
史
資
料
館
・
普
通
展
か
ら
②

熊
谷
直
好
の
和
歌

熊
谷
直
好
は
香
川
景
樹

に
和
歌
を
学
び
、
桂
園
門

下
十
哲
の
一
人
に
上
げ
ら

れ
、
国
学
に
も
通
じ
て
い

ま
し
た
。
文
政
八
年
（
一

八
二
五
年
）
以
降
は
大
阪

に
居
住
し
、
宇
治
に
も
度

々
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

作
品
か
早
急
茶
師
が
文

化
人
と
交
流
か
痔
っ
で
い

た
こ
と
が
2
影
え
未
丁
。
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ホンとたっぷり

夏休みの本

文
化
の
夏
祭
り

2
7
・
2
8
に
4

会
場
で



在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

陶
芸
料
理
教
室
を
開
講

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅

障
害
者
の
自
立
と
讐
荼
い
意
識

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
在
宅
障

害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
未
丁
。
七
月
は
次
の
事
業
を

行
い
求
ｙ
。

、
両
教
室
の
申
し
込
み
、
問
い
合

。
わ
せ
は
、
襲
福
祉
協
議
全
一
（
豊

ト
昨
年
の
陶
芸
教
室
で
の
作
品

｛
る
一
方
、
次
の
よ
シ
な
国
と
市

・
町
村
の
財
政
そ
の
他
の
援
助
措

・
置
が
と
ら
れ
る
ぷ
っ
に
な
り
ま

し
た
。
（
下
水
道
法
第
一
一
条

の
三
）

▼
改
造
資
金
の
融
資

水
洗
化
の
改
造
資
金
を
一
時

に
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
市
民

巨
額
の
費
用
と
近
代
的
な
技

術
に
よ
っ
て
公
共
下
水
道
を
造

っ
て
も
、
地
域
の
水
洗
化
が
進

ま
な
け
れ
ば
、
公
衆
衛
生
の
向

上
は
は
か
ど
ら
ヂ
、
依
然
と
し

て
し
尿
の
収
集
作
業
は
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で

は
、
市
町
村
は
事
業
運
営
に
二

重
投
資
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
洗
化
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
に
、
処
理
区
域

内
の
く
み
取
り
便
所
は
、
供
用

開
始
後
三
年
以
内
に
水
洗
化
す

る
こ
と
を
所
有
者
に
義
務
付
け
｀

⑩
5
6
5
4
）
へ
。

〈
陶
芸
教
室
〉

本
年
度
第
一
回
目
の
陶
芸
教
室

で
す
。
昨
年
は
多
く
の
力
作
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
手
指
の
機
能
訓
練

も
兼
ね
て
、
あ
な
た
の
作
品
忿
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
7
月
2
8
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
正
午
「
成
型
」
。
8

月
1
1
日
間
、
午
前
1
0
時
～
正
午
「
彩

色
」
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館

1
階
作
業
工
作
室
▼
対
象
・
・
・
在
宅

障
害
者
▼
定
員
・
：
2
0
人
▼
指
導
・
：

長
谷
川
重
一
さ
ん
▼
費
用
・
・
・
材
料

費
▼
持
ち
物
・
：
エ
プ
ロ
ン
ー
タ
オ

ル
▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
・
・
・
7

月
2
0
日
出
。

〈
料
理
教
室
〉

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
6
日
倒
、
午
後

1
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
曼
偏

襲
蕭
3
階
料
理
講
習
室
▼
内
容

・
：
豆
腐
か
便
っ
た
料
理
▼
対
象
・
：

―
に
対
し
て
は
、
国
と
市
町
村
が

工
事
費
盈
｀
助
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

。
宇
治
市
で
■
）
ｉ
＞
3
ｉ
助
の
方
法
や

金
額
を
検
討
中
で
す
。

▼
借
家
の
水
洗
化

水
洗
便
所
へ
の
改
造
義
務
は
、

建
物
の
所
有
者
で
あ
る
家
主
に

に
は
、
市
町
村
で
、
貸
し
付
け
、
あ
り
ふ
ヂ
。
し
か
し
、
賃
貸
借

融
資
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
助
成
制
に
は
色
々
な
形
態
や
経
過
が
あ

度
を
設
け
る
ぷ
つ
に
し
て
い
ま
る
の
で
、
借
家
人
が
費
用
を
負

す
。
宇
治
市
で
も
、
融
資
あ
っ
担
し
て
改
造
す
る
場
合
も
あ
り
、

せ
ん
制
度
を
検
討
中
で
す
。
’
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
市
町
村

▼
生
活
扶
助
世
帯
へ
の
助
成
も
和
解
の
仲
介
な
ど
に
努
め
る

生
活
扶
助
世
帯
の
ふ
つ
に
、
こ
と
に
な
っ
て
い
康
ｙ
。

水
洗
化
の
改
造
資
金
石
融
資
を
▼
土
地
所
有
者
の
禰
忍
義
務

受
け
て
も
返
済
が
困
難
な
家
庭
周
辺
奮
九
全
に
他
人
の
土
地

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
失
業

や
病
気
、
不
測
の
事
故
な
ど
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に
、
「
暮

ら
し
の
資
今
夏
期
貸
し
付
け
を

行
い
未
了
。
今
回
は
七
月
十
二
日

担
保
。
返
済
は
4
ヵ
月
据
え
置
を
返
済
し
て
い
な
け
れ
ば
、
今

い
た
の
ち
2
0
ヵ
月
の
月
賦
返
済
。
回
は
お
貸
し
1
笙
せ
ん
・

▼
貸
し
付
け
対
象
・
・
車
活
保
護
基
▼
申
込
期
間
と
手
続
き
・
・
・
地
区
担

準
の
Ｉ
・
五
倍
以
内
の
収
入
で
、
当
の
民
生
委
員
さ
ん
に
ご
相
談

夏
期
ボ
ー
ナ
ス
の
無
い
世
帯
。
の
上
、
申
込
書
に
住
昏
ｙ
（
謄

7
月
1
2
日
か
ら
受
け
付
け

か
ら
受
廿
付
け
聚
密
ｙ
チ
。

▼
貸
付
金
額
…
年
間
1
0
万
円
以
内

（
夏
期
と
年
末
裳
昌
せ
て
）

▼
貸
レ
付
け
条
件
・
：
無
利
子
・
無

妾
擬
護
世
帯
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に
こ
の
資

金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る

世
帯
は
、
貸
付
額
の
半
額
以
上

本
）
奎
添
え
て
、
7
月
1
2
日
幽

か
ら
2
5
日
團
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
牢
治
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
総
合
福
祉
会
館
内

き
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

（
社
会
福
祉
協
議
公
一
）

便
隻
養
命
一
で
建
て
ら
れ
た
施
設
、

ま
た
は
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
加

入
者
福
祉
施
設
を
鴉
材
と
し
た
も

の
▼
作
品
の
規
格
・
：
四
ｚ
ぢ
プ

リ
ン
ト
（
カ
ラ
ー
、
白
黒
）
か
ス
ラ

イ
ド
（
カ
ラ
ー
、
一
一
び
以
上
）
▼
応

募
・
蜀
い
合
わ
せ
・
・
・
7
月
3
1
日
ま

で
に
牢
治
郵
便
局
ｉ
ｍ
4
1
1

2
）
へ
。
（
毒
郵
便
局
）

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
政
治
意
識
と
選
挙

道
義
の
高
揚
を
図
る
啓
発
ポ
ス
タ

ー
泰
募
集
し
栄
ｙ
。

▼
内
容
・
：
明
る
い
選
挙
夕
進
め

る
こ
と
を
表
す
ポ
ス
タ
ー
▼
応
募

・
資
格
・
・
・
京
都
府
内
に
在
住
す
る
人

（
家
族
、
友
人
、
グ
ル
ー
プ
な
ど

一
の
合
作
も
可
）
・
▼
作
品
…
自
作
の

一
も
の
で
、
人
ま
た
は
Ｉ
グ
ル
ー

プ
ｔ
点
に
限
る
。
ｊ
大
き
さ
は
、
4
5

ら
×
3
0
7
？
辰
哩
χ
鱒
位
内
。

］
色
彩
は
自
由
▼
応
募
方
法
・
・
・
作
品

の
裏
面
右
下
に
、
氏
名
（
ふ
匯
が

・
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
を
記

入
。
合
作
の
曼
ほ
、
家
族
、
友

人
、
グ
ル
ー
プ
、
職
場
名
な
ど
の

区
分
を
明
記
し
、
製
作
者
の
氏
名

（
ふ
び
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
を
連
記
の
上
、
代
表
者
に
○

印
を
記
入
▼
提
出
先
ふ
落
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
〒
胆
落
市
宇

鎔
碧
測
）
へ
▼
締
め
切
り
・
：
9

私
た
ち
の
身
近
な
騒
音
の
問

題
は
、
隣
近
所
に
漣
管
ぷ
け

な
い
と
い
や
心
掛
け
で
解
決
し

未
了
。

相
手
の
身
に
な
り
、
。
ピ
ア
ノ

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
雲
星
、
使

用
時
間
、
置
改
場
所
な
ど
に
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
。
握
に
ょ

っ
て
は
、
防
音
設
備
が
必
要
な

こ
と
が
あ
り
拿
ｙ
。
も
う
一
度

身
の
回
り
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
去
至
〈
月
に
、
環
境

月
間
に
ち
な
ん
で
「
近
隣
墾
四

心掛けを迷惑かけない

478

国
勢
調
査
が
十
月
一
日
に
実

施
さ
れ
ま
ず
。

こ
と
し
の
国
勢
調
査
は
、
昭

和
五
十
五
年
の
大
規
模
調
査
か

ら
五
年
目
に
あ

た
る
簡
易
調
査

で
、
調
査
項
目

は
基
本
的
な
十

七
項
目
と
な
っ

て
い
未
了
。

調
査
項
目
は

次
の
と
お
り
で

す
。
①
氏
名
②

男
女
の
別
③
出

生
の
年
月
④
世

帯
主
と
の
続
き

柄
⑤
配
偶
の
関

係
⑥
国
籍
⑦
就

業
の
状
態
⑧
所

17項目を調査

属
の
事
業
所
の
名
称
と
事
業
の

種
類
⑨
仕
事
の
種
類
⑩
従
業
上
‘

の
地
位
（
勤
め
か
自
営
か
の
区
’

別
）
⑩
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

月
1
0
日
脚
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
選
挙

管
理
委
員
会
（
普
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
。
応
募
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
を

す
す
め
る
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
図
案
。

展
示
な
ど
目
由
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
未
了
。
な
お
、
応
募
者
全

員
に
記
念
品
を
、
入
選
や
佳
作
に

は
賞
状
や
賞
品
か
贈
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
作
品
も
募

を
考
え
る
」
集
い
を
開
催
。
参

加
し
た
各
地
域
の
婦
人
の
皆
さ

ん
か
ら
次
辺
様
な
ご
意
見
が
出

さ
れ
て
い
未
了
。
。

○
ど
れ
ぐ
ら
釣
の
音
と
思

っ
て
い
て
も
、
他
人
に
は
大

き
な
浹
惑
を
か
け
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

○
ピ
ア
ノ
ー
ス
テ
レ
オ
は
使
用

す
る
時
間
や
防
音
を
考
え
る
。

Ｏ
「
迷
惑
を
か
け
て
す
み
ま
せ

ん
」
の
一
言
の
心
掛
け
を
。

○
ぺ
″
ト
の
鳴
危
岩
戚
鴛

詣
恐
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

○
行
政
は
も
っ
と
、
近
隣
敏
音

防
止
の
啓
も
ラ
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。
（
環
境
保
全
課
）

⑩
世
帯
の
種
類
⑩
世
帯
員
の
数

⑩
住
居
の
種
類
⑩
居
住
室
の
数

⑩
居
住
室
の
畳
数
⑩
住
居
の
建

て
方
。

国勢調査にご協力を

、
国
勢
調
査
は

あ
ぐ
ま
で
統
計

’
。
を
作
成
す
る
た

・
め
の
も
の
で
、

・
統
計
以
外
の
目

的
に
使
ラ
こ
と

は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。

、
ま
た
、
調
査

員
に
は
秘
密
を

守
る
義
務
が
課

せ
ら
れ
る
な
ど

の
措
置
が
と
ら

れ
て
い
未
了
。

国
勢
調
査
は
、

国
や
地
方
自
治
体
が
施
策
受
行

’
7
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
な
り

未
了
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
未
了
。
（
企
画
課
）

集
し
て
い
未
了
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

。
入
国
警
備
官
の

採
用
試
験

出
入
国
管
理
法
や
難
民
認
定
法

に
違
反
し
た
外
国
人
の
調
査
・
護

送
・
収
容
な
ど
の
業
務
を
行
う
入

国
警
備
官
の
採
用
試
験
で
す
。
’

▼
受
験
資
格
・
・
・
昭
和
3
7
年
ｔ
月

2
日
～
4
3
年
4
月
1
日
生
衷
芯
。

人
（
高
校
卒
業
程
度
）
▼
採
用
予

定
数
・
：
約
3
5
人
▼
試
験
日
・
種
目

…
Ｏ
竿
虫
1
1
0
月
2
0
日
間
、
教

養
・
作
文
Ｏ
第
2
次
―
苔
㈲
、

面
接
・
身
体
・
体
力
▼
受
付
期
間

8
月
2
3
日
面
～
9
月
5
日
俐
▼
問

い
合
わ
せ
・
：
大
阪
入
国
管
理
局

（
大
阪
市
東
区
谷
町
2
－
3
1
酋
0

6
－
9
4
1
1
0
7
7
1
）
へ
。

自
衛
官
の
募
集

昭
和
六
十
年
度
の
第
二
次
自
衛

官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
豊
＠
7
1
3
9
）
ま
た
は
、
市

役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
容
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）
’

視
覚
障
害
者
▼
指
導
・
・
・
市
保
健
予

防
課
栄
養
士
▼
費
用
・
・
・
材
料
費
▼

一

持
ち
物
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
‐

三
角
き
ん
▼
申
し
込
み
締
め
切
り

日
・
・
・
7
月
1
8
日
南
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

自
動
車
運
転
免
許
取
得
へ
の
助
成

身
障
者
の
範
囲
が
拡
大

京
都
府
で
は
、
身
体
障
害
者
の

社
心
一
生
活
を
促
進
す
る
た
め
、
身

体
障
害
者
が
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
す
る
場
合
に
、
教
習
費
を
助

成
し
て
い
未
了
。
（
教
習
費
の
三

分
の
二
以
内
、
十
万
円
ま
で
）

―に
囲
次
れ
て
お
り
、
他
人
の
土

地
や
排
水
設
鯉
篠
用
し
な
け

れ
ば
、
下
水
を
公
共
下
水
道
に

流
す
こ
と
が
で
満
子
、
水
洗
化

も
で
き
な
い
よ
之
追
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
所
有

者
ま
た
は
権
利
者
に
申
し
入
れ

て
、
そ
れ
巨
喜
帛
す
る
こ
と

ト
イ
レ
の
水
洗
化
を

所
有
者
に
義
務
付
け

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
使
用
に
よ
る
損
失

の
補
償
や
、
維
持
管
理
な
ど
に

必
要
な
費
用
の
Ｓ
分
な
負
担
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
下

水
道
法
警
一
条
）

◇

水
洗
便
所
の
改
造
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
ぼ
う
こ
ら
癩
直
腸

機
能
障
害
者
も
助
成
の
対
象
に
な

り
素
し
た
。
昭
和
六
十
年
四
月
一

日
以
降
に
教
習
を
開
始
し
た
人
に

適
用
さ
れ
ま
で
］
。

こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
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ま
た
、
土
地
・
家
屋
の
賃
貸
な

ど
の
関
係
者
の
間
に
は
、
複
雑

な
事
情
が
か
ら
ん
で
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

し
恭
し
、
下
水
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
と
き
に
は
、
地
域
の

市
民
や
関
係
者
の
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
水
洗
化
の
障
害
を
取

忿生
活
環
境
の
実
現
か
童
み
た
い

も
の
で
す
。

が
改
正
さ
れ
、
ぼ
う
こ
ヶ
や
直
腸

機
能
障
害
を
有
す
る
人
が
身
体
障

害
者
の
範
囲
に
加
え
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
京
都
府
で
「
助
成
金
交

付
要
摂
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

た
め
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
事
務
所

福
祉
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

（
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

一
般
水
泳
教
室

▼
と
き
…
7
月
2
4
日
困
～
8
月

1
日
俐
の
8
日
間
（
2
8
日
面
は
除

く
）
。
午
後
6
時
1
8
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
西
早
急
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
・
・
・

一
般
社
会
人
・
学
生
▼
定
員
・
・
白

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
・
・
・
五
百

円
▼
申
し
込
み
…
教
育
委
員
会
市

民
体
育
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）
へ

電
話
で
。
（
市
民
体
育
課
）

。

季
節
料
理
教
室

（
夏
向
き
中
華
風
総
菜
）

▼
と
き
…
7
月
1
9
日
廊
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
夏
向
き

の
中
華
風
総
菜
と
菓
子
一
品
▼
講

師
・
：
料
理
研
究
家
、
星
野
美
智
子

さ
ん
▼
定
員
…
3
6
人
（
先
着
順
）

▼
材
料
費
・
1
千
三
百
円
▼
申
し
込

み
・
：
材
料
費
奮
’
－
え
て
、
憲
居

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
市
民
会
館
1

階
）
へ
直
接
。
電
話
で
は
驀
将

け
で
き
ま
せ
ん
。
（
交
通
労
政
課
）

簡
保
・
年
金
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▼
作
品
内
容
・
：
簡
易
保
険
・
郵

み
ん
な
の
迷
惑
近
隣
騒
音

暮らしの資金

夏期貸し付け

暮らしと下

水道

水洗化の促進
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